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　　　　　　 特定非営利活動法人
日本歯周病学会専門医制度

指導医生涯研修記録簿
（令和3（2021）年5月21日更新）












	指導医氏名
	

	登録番号
	第　　　　　号

	登録年月日
	　　年　　月　　日

	登録期限
	　年　　月　　日まで



資格認定のための研修の指針

　特定非営利活動法人日本歯周病学会専門医制度では、生涯にわたって研修を継続することが　義務づけられています。指導医は、日本歯周病学会指導医制度施行細則第2条および同条附表3に示された研修単位の加算により、5年間に学会出席（日本歯周病学会：60単位、ならびに日本歯科専門医機構「共通研修」：毎年2単位×5年＝10単位）、および業績発表（20単位）を各々取得することが義務づけられています。
　この研修記録簿は、資格更新申請時の資料となります。研修の都度、各自でご記入の上、大切に保存しておいてください。


（参考資料）
指導医の更新
　指導医の資格の有効期間は5年間である。したがって，引続き認定を希望する者は，5年毎に認定の更新をしなければならない。

(1) 更新の基準
更新を行うには，附表3の単位基準に基づき，5年間に研修会出席（日本歯周病学会分：60単位、ならびに日本歯科専門医機構「共通研修」分：毎年2単位×5年＝10単位）、および業績発表（20単位）の研修が必要である｡(施行細則第2条)。海外留学や病気など止むを得ない理由で所定の研修が受けられないときは，事前に専門医委員会の承認を得て、その理由がなくなり研修が終わったとき申請すること。（施行細則第4条）

(2) 更新の手続
　　ア．更新手数料22,000円（税込）を郵便振替で「日本歯周病学会専門医係」の口座へ送金する。
　　イ．次の書類を専門医審議会へ提出する。（施行細則第3条）
　　　①　上記ア．の受領書のコピー
　　　②　指導医更新申請書
　　　③　指導医生涯研修記録簿
      ④　発表等の証明（コピー）
　　　⑤　指導医認定証の写し（コピー）

(3) 更新申請の時期
専門医失効期日の1年前から，申請してよいことになっている。(施行細則第3条2項)

注）学会誌会告または学会ホームページにて、制度規則・更新申請受付期間・更新申請料振込口座を更新申請前に確認してください。


認定資格の喪失（規則第9条）
　次に記す何れかの項に該当するとき，資格を喪失する。
(1)　本人が資格の辞退を申し出たとき。
(2)　資格が更新されなかったとき。
(3)　その他、理事会が指導医として不適当と認めたとき。
　

附表3
更新時生涯研修単位
【日本歯周病学会分】
研修会出席：合計60単位以上とする。ただし、1の3）を2回以上受講しているものとする。
業績発表：合計20単位以上とする。

1  研修会出席(1回出席あたりの単位，出席したことを証明する参加章等のコピーが必要)
単位数
	1)本学会学術大会
	10

	2)本学会臨床研修会
	10

	3)本学会認定医・専門医教育講演(更新時毎に2回以上の出席が必要)
	10

	4)本規則第10条第2項(1)に定める関連学会の学術大会および研修会
	10

	5)本規則第10条第2項(1)に定める関連学会の支部教育研修会
	7

	（ただし、1年間7単位を上限とする）
	

	6)日本歯科保存学会
	7

	7)日本歯科医学会総会
	5

	8)米国歯周病学会(AAP)
	10

	9)専門医委員会が認めた歯周病に関する学会および研修会
	7


ただし， 9)については，研修時間が1年間に5時間を越えるものにつき1年間7単位を上限とする。申請は所定の申請用紙に記入し，専門医等の申請期間内に委員会に提出する。
（9）は事前に専門医委員会が認めた歯周病に関する学会および研修会のみ単位となります。）

2　業績発表(発表したことを証明する学会・研修会プログラムや講義を行ったという証明などのコピーが必要)
単位数
	1)上記の学会または研修会での演者(1回あたり)
	10

	2)上記学会の会誌またはその他の学術雑誌への投稿論文筆頭者(1回あたり)
	10

	3)1)，2)の共同発表者
	5

	4)著書(歯周病学に関連のある著書1冊あたりの単位)
	

	①筆頭者
	10

	②共同著者
	5

	5)大学，歯科医師会または研修会での歯周病に関する発表
	5

	6)大学や歯科衛生士学校などの教育機関における歯周病に関する講義
	5

	（1回あたり、講義を行った事を証明する書類、または主任教授の証明書が必要。ただし，教育機関常勤者は単位算定対象から除外する。）
	

	7）大学や歯科衛生士学校などの教育機関における歯周病に関する基礎実習
	5

	（1年度1回に限る。実習指導を行った事を証明する書類、あるいは主任教授の証明書が必要。ただし，教育機関常勤者は単位算定対象から除外する。）
	



【日本歯科専門医機構「共通研修」分】
申請時に下記を満たしているものとする。出席したことを証明する参加章等のコピーが必要。
	令和3年度申請
	令和2年度で2単位、合計2単位（必修項目・選択項目どちらでも可）
　※令和2年度分2単位を令和3年度で取得することも可とする

	令和4年度申請
	令和2-3年度で毎年度2単位、合計4単位（必修項目・選択項目どちらでも可）

	令和5年度申請
	令和2-4年度で毎年度2単位、合計6単位（必修項目・選択項目どちらでも可）

	令和6年度申請
	令和2-5年度で毎年度2単位、合計8単位（必修項目・選択項目どちらでも可）

	令和7年度以降申請
	申請前年度までに毎年2単位、合計10単位（必修項目：医療倫理、医療安全、院内感染の各1単位を含むものとする）



１．　研修会（学術集会・研究会・講演会等）出席記録
※学術大会時に教育講演も受講した場合、一つの欄にまとめて記載して下さい。
※研修会等に出席した場合、参加証等のコピーを添付して下さい。なお、コピーには番号を付けて下さい。
	日本歯周病学会分

	研修会名
	主催者名
	期　　日
	単　位
	※出席
証明等
添付
ｺﾋﾟｰ№

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計単位数
	
	


※研修会等に出席した場合は、参加証等のコピーを添付して下さい。なお、コピーには番号を付けて下さい。




	日本歯科専門医機構「共通研修」分

	研修会名
	主催者名
	期　　日
	単　位
	※出席証明等
添付
ｺﾋﾟｰ№

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計単位数
	
	


参加証等のコピー添付欄
　　（大きな物は縮小コピーにして下さい。）

　２．業績発表
　 (1)　学会発表
　
	演題名
	学会名
	発表年月日
	おもな共同研究者の所属と氏名（１名）
	単　位

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計単位数
	


※学会発表をした場合は、抄録等(発表者名の記載のあるもの)のコピーを添付して下さい。

コピー添付欄
　　（大きな物は縮小コピーにして下さい。）


(2)　論文・著書 
　　
	
論文・著書題名

	発表雑誌

又は書名
	　巻号　頁
	出版社
	出版

年月日
	単著・分担・共著（おもな共同著者１名）
	単　位

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計単位数
	


※論文･著書を執筆した場合は、執筆者氏名の明記のあるページのコピーを添付してください。

コピー添付欄
　　（大きな物は縮小コピーにして下さい。）

　(3)　講　義 
[bookmark: _Hlk71637781]※令和4（2022）年4月1日より、教育機関常勤者は単位算定対象外となります。

	講義名
（または内容）
	会場名
（対象人数）
	講義年月日
	単　位

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計単位数
	


注：講師依頼状・講義レジュメ・抄録等、申請者が講義されたと証明できる資料を添付してください。

コピー添付欄
　　（大きな物は縮小コピーにして下さい。）
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